
守守
ません。今後の石垣市の街づくり、産業、市民のくらしにか
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自衛隊の主たる任務は「武力攻撃の排除を全力で実
施」することで、住民対策は「これに支障のない範囲」
としかありません（防衛白書）。軍備より不測の事態
が起こらないようにするのが安全への備えです。

早鱒隊革些至軍．i王室廷㌧嘩帯地嬰嬰だ圧雪甲琴で鱒垂ソ

島のど真ん中に自衛隊基地？
基地配備の候補地は、島

のど真ん中「平得大俣の東
側にある市有地及びその周
辺」。もし、この場所に
基地ができたら、どうなる
のでしょう。

広さはアミサイル車両が島の中を走るノア
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石
垣
島
へ
の
部
隊
配
置
の
考
え
方

【
防
衛
省
資
料
】

い
ま
政
府
は
石
垣
島
に

自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
部
隊

を
配
備
し
ょ
う
と
し
て
い

ま
す
。
領
海
や
国
土
防
衛
、

防
災
の
た
め
だ
と
い
い
ま

す
が
、
平
和
な
こ
の
島
に

軍
事
基
地
を
つ
く
る
こ
と

に
は
絶
対
反
対
で
す
。

安
倍
政
権
は
　
「
戦
争
の

で
き
る
国
」
　
を
め
ざ
し
て

安
保
法
制
を
強
行
成
立
さ

せ
、
自
衛
隊
を
イ
ラ
ク
や

シ
リ
ア
に
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
隊

員
が
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
、

殺
し
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

島
へ
の
自
衛
隊
配
備
は

こ
う
し
た
戦
争
づ
く
り
の

一
環
だ
と
思
い
ま
す
。
基

地
は
い
っ
た
ん
で
き
る
と

永
久
的
に
島
に
居
座
り
、
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鱒
を
石
等
の
自
衛
隊
配
備
を
止
め
る
住
民
の
会
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住
民
の
く
ら
し
に
も
、
観

光
に
も
悪
影
響
を
与
え
、

安
心
し
て
子
育
て
も
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

保
守
だ
革
新
だ
と
い
っ

て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま

せん。自
然
豊
か
で
平
和
な
石

垣
島
、
八
重
山
を
子
々
孫
々

ま
で
守
る
た
め
に
は
、
自

衛
隊
配
備
反
対
と
戦
争
法

廃
止
を
求
め
る
声
を
も
っ

と
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。



平和になるでしょうか？

いいえ、攻撃される可能性が
高まります
尖閣諸島が属する石垣市にミサイル部隊を置いたたら、相

手方は黙っているでしょうか？必ず対抗措置をとるでしょう。
東シナ海は一触即発の緊張につつまれます。

防衛大臣の説明も、「防衛力の空白解消」　はいう
ものの、「島が平和になる」とは、約束して
いません。沖縄、先島が再び本土防衛の捨て
石にされるのはまっぴらごめんです。

安全になるでしょうか？

いいえ、危険になります
もし、有事・戦争になれば、ミサイル基地は真っ先に

相手方のミサイル攻撃を受けます。島に安全な場所は
なくなり、避難できるかどうか、生死が分かれかね

ません。平時でも、ミサイル車両が走り、火薬庫や射
撃場が置かれ、軍事演習が行わ　れるようになった
ら、　　生活の安全が脅かされます。

自衛隊基地で
石堰島は　　　．

所香る7　無益箱酷評若
でしょうか？

いいえ、基地がなくても
．　自衛隊はきてくれます

経済が豊かに
なるでしょうか？

いいえ、発展の妨げに
なります

尖閣周辺で小競り合いが起き、ミサイルが発射準備に入
るだけで、観光客が島を出ようと空港に殺到するなど大混
乱、観光は大打撃を受けます。平時でも迷彩服やミサイル
車両の往来は観光のイメージダウンになります。
観光や島の産業発展を大きく妨げることになります。航

空便数や人口が減るなど経済・生活基盤が崩れ、豊かにな
るどころか、苦境に追い込まれる生活はごめんです。

台風後に電力彼旧にあたる作業員を運んでくれた陸自の
大型輸送ヘリコプターCH47が5機ほどあれば、災害派遣命

令後、数時間のうちに那覇から200名を超す救援部隊が到

着するでしょう。
ミサイル戦の戦場になる危険をおかしてまで、自衛隊基

地配備に頼る必要はありません。

石垣布物量入線攣轟尊 
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単位：百万円 

ご協力お願いします
☆自衛隊配備撤回を求める署名にご協力ください。

ネット署名は　http：／／qq3q・biz／pLQc E）

☆運動募金にご協力ください。

ゆうち上銀行　店番708　口座各号1491268

石垣島への自衛隊配備を止める住民の合

平
和
で
の
ど
か
な
島
だ
か
ら
こ

そ
人
は
安
ら
ぎ
を
求
め
訪
れ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、
文
化
資
源
を
も
つ

石
垣
島
を
自
衛
隊
基
地
配
備
に
よ
っ

て
壊
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

石
垣
市
の
財
政
は
、
好
調
な
観

光
産
業
に
支
え
ら
れ
て
歳
入
が
増

加
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。

健
全
な
自
立
経
済
の
表
れ
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
1
9
8
0
年
に
自

衛
隊
基
地
を
誘
致
し
た
対
馬
市
は
、

人
口
が
年
々
減
り
続
け
、
財
政
の

歳
入
状
況
も
2
0
0
6
年
度
を
ピ
ー

ク
に
翌
年
か
ら
大
き
く
落
ち
込
み
、

減
少
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
基
地
配
備
で
経
済
活
性

化
は
図
れ
な
い
こ
と
が
、
下
の
グ

ラ
フ
は
示
し
て
い
ま
す
。

「
自
衛
隊
基
地
」
　
で
栄
え
た
ま

ら
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
衛
隊
基
地
は
経
済
発
展
の
阻
書
貫
目
！

2
0
1
3
年
1
1
月
に
行
わ
れ
た

日
米
統
合
演
習
の
際
、
石
垣
市
へ

の
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
を
展
開
す
る

計
画
に
対
し
、
市
長
は
「
何
も
聞

い
て
い
な
い
が
（
打
診
が
あ
っ
た

場
合
は
）
反
対
す
る
」
、
「
落
下

物
を
打
ち
落
と
す
P
A
C
3
と
は

意
味
合
い
が
違
う
。
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
は
攻
撃
す
る
も
の
な
の
で
反

対
す
る
」
と
明
言
し
て
い
ま
す

（
1
0
月
凶
日
報
道
）
。
演
習
は
、

地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
は
宮
古
島
に
、

石
垣
で
は
ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
通
信

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

演
習
で
さ
え
「
反
対
」
す
る
攻

撃
型
ミ
サ
イ
ル
を
常
時
、
石
垣
に

配
備
す
る
こ
と
は
中
国
な
ど
近
隣

諸
国
へ
の
敵
対
行
為
で
す
。
こ
れ

で
は
、
観
光
客
の
誘
致
を
は
じ
め

友
好
関
係
の
大
き
な
障
害
に
な
り

ます。

ミ
サ
イ
ル
に

市
長
も
反
対

昨
年
1
1
月
に
は
日
中
関
係
の
改

善
に
向
け
た
話
し
合
い
の
中
で

「
双
方
は
、
尖
閣
諸
島
等
乗
シ
ナ

海
の
海
域
に
お
い
て
近
年
緊
張
状

態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

異
な
る
見
解
を
有
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
し
、
対
話
と
協
議
を
通
じ

て
、
情
勢
の
悪
化
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
危
機
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構

築
し
、
不
測
の
事
態
の
発
生
を
回

避
す
る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
見

た
」
　
（
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
5
月

に
は
、
政
府
・
防
衛
省
は
国
会
で

「
脅
威
と
は
み
な
し
て
い
な
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
安
全
を
守
る
の
は
軍
事

力
で
な
く
、
話
し
合
い
に
よ
る
問

題
解
決
で
す
。


